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「
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
去
る
五
月
十
六
日
（
土
）

に
、
ふ
れ
あ
い
の
家
「
え
が
お
」
に
於
い
て
「
社
員
総
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
社
員
総
会
は
、
株
式
会
社
の

株
主
総
会
に
当
た
る
も
の
で
、
表
決
権
を
持
っ
て
い
る
社
員

が
年
一
回
、
通
常
総
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
で
は
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
計
画
お
よ
び
二
年

毎
の
役
員
改
選
が
審
議
さ
れ
、
各
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
四
月
の
介
護
保
険
改
正
を
受
け
て
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自
治
会
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
支
え
る
仕

組
み
作
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ

ト
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

「
地
域
一
体
の
助
け
合
い
の
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。 

以
下
に
、
総
会
で
報
告
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
度
の
活
動

の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。 

託
し
ま
し
た
が
、
創
立
当
初
か
ら
役
員
と
し 

て
頑
張
っ
て
く
れ
た
理
事
の
伊
藤
祐
介
氏
、 

井
久
保
説
男
氏
、
太
田
悟
夫
氏
、
小
木
曽
凱 

一
氏
、
龍
田
進
氏
、
田
中
博
氏
、
前
田
祥
三 

氏
、
監
事
の
大
脇
順
敬
氏
、
小
林
哲
夫
氏
に 

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
自
身
、
昨
年
、
病
に
臥
し
、
以
前
の
よ 

う
に
全
力
で
会
を
牽
引
す
る
こ
と
が
出
来
な 

い
の
で
、
次
の
時
代
に
引
き
継
ぐ
役
目
を
果 

た
す
た
め
、
も
う
し
ば
ら
く
会
に
席
を
置
き 

ま
す
が
、
新
し
い
役
員
の
方
に
は
会
発
展
の 

牽
引
役
と
し
て
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

会
創
立
か
ら
一
〇
年
後
の
現
在
、
あ
の
時
、 

予
見
し
た
介
護
保
険
の
限
界
が
、
ま
さ
に
国 

の
政
策
変
更
と
な
っ
て
、
私
た
ち
の
身
近
な 

課
題
と
し
て
現
実
化
し
ま
し
た
。 

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
自
治
会
、 

隣
近
所
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
全
体
で
高
齢 

者
・
障
が
い
者
を
支
え
合
う
制
度
に
移
行
し 

ま
し
た
。
制
度
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
地
域 

へ
の
仕
組
み
の
定
着
は
こ
れ
か
ら
で
す
。 

市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の
制
度
が 

機
能
す
る
仕
組
み
作
り
の
中
心
的
な
役
割
を 

担
い
「
地
域
一
体
の
助
け
合
い
の
ま
ち
」
の 

実
現
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

会
員
各
位
の
益
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
す 

る
次
第
で
す
。 

な
い
独
自
の
高
齢
者
生
活
支
援
の
た
め
の
活 

動
組
織
を
作
ろ
う
と
立
ち
上
げ
た
の
が
、
市 

民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
で
し
た
。 

 

あ
の
時
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
ち
上
げ
に
共
感 

し
て
協
力
し
て
く
れ
た
仲
間
は
、
ま
だ
ま
だ 

働
き
盛
り
の
現
役
も
多
く
、
助
け
合
い
活
動 

に
時
間
を
割
く
の
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま 

す
が
、
手
弁
当
で
、
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
作 

り
か
ら
入
会
呼
び
か
け
な
ど
、
立
ち
上
げ
時 

の
大
変
な
時
期
に
尽
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

ま
さ
に
同
じ
釜
の
飯
を
食
っ
た
戦
友
と
も 

い
え
る
、
か
け
が
え
の
な
い
仲
間
で
す
。 

 

今
回
、
一
〇
年
の
節
目
に
合
わ
せ
、
こ
れ 

か
ら
の
難
し
い
会
の
運
営
を
新
し
い
仲
間
に 

 

私
た
ち
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
は
、
こ
の 

五
月
十
六
日
の
社
員
総
会
を
起
点
に
、
新
た 

な
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
は
、
昨
年
三
月
で 

創
立
一
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
一
〇
周
年 

記
念
誌
発
行
や
記
念
祝
賀
会
を
皆
さ
ま
と
共 

に
盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

振
り
返
れ
ば
、
一
〇
年
前
、
国
の
介
護
保 

険
制
度
に
限
界
を
感
じ
、
介
護
保
険
に
頼
ら 
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流
山
市
の
福
祉
政
策
に
協
力
し
て
市
内 

の
生
活
困
窮
者
の
方
や
外
出
が
困
難
な
方 

な
ど
に
対
し
て
自
動
車
で
の
外
出
を
支
援 

す
る
、
福
祉
有
償
運
送
事
業
を
四
四
名
の 

提
供
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
展
開 

し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
度
は
延
べ
四
七
四
人
の 

方
を
支
援
し
ま
し
た
。 

 

当
会
の
本
来
事
業
で
あ
る
「
助
け
合
い 

活
動
」
は
、
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る 

生
活
支
援
が
縮
小
し
て
い
る
中
で
、
平
成 

二
十
六
年
度
は
、
約
五
四
〇
〇
件
の
サ
ー 

ビ
ス
利
用
が
あ
り
、
ご
高
齢
の
方
に
大
変 

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
高
齢
者
の 

方
が
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
無
く
て 

は
な
ら
な
い
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
助
け
合
い
活
動
」
は
、
平
成
二
十
六 

年
度
実
績
で
、
昨
年
と
略
同
じ
件
数
で
推 

移
し
て
お
り
、
そ
の
内
、
外
出
支
援
が
五 

十
九
％
を
占
め
、
利
用
会
員
の
増
加
に
よ 

り
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
外
出
支
援
サ
ー 

ビ
ス
の
要
請
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
の
家
「
え
が
お
」
は
七
月
の 

オ
ー
プ
ン
以
来
、
市
内
お
よ
び
近
隣
で
音 

「
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
」
で
は
「
助
け 

合
い
活
動
」「
元
気
シ
ニ
ア
つ
く
り
」
事 

業
の
他
に
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働
化
の 

一
環
で
流
山
市
行
政
に
協
力
す
る
と
と
も 

に
、
当
会
の
活
動
を
健
全
か
つ
、
継
続
さ 

せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
次
の
事
業
を
受
託 

し
て
い
ま
す
。 

 

市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
の
園
児
と
小 

学
校
の
生
徒
延
べ
一
八
一
八
人
に
対
し
て 

「
道
路
の
正
し
い
歩
き
方
・
横
断
道
路
の 

渡
り
方
」
や
「
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
」 

な
ど
を
指
導
す
る
「
交
通
安
全
教
室
」
を 

現
地
に
赴
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

平
成
二
〇
年
度
か
ら
業
務
を
受
託
し
、 

市
民
活
動
を
「
生
み
」｢

育
て
る｣

こ
と
を 

目
的
に
、
各
種
の
教
育
・
支
援
活
動
を
行 

っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
度
は
、
一
万
七
千
人
を 

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
市
民
の
埋
も
れ
た
知
識
・
経
験 

や
技
能
を
地
域
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
役 

立
て
る
た
め
「
人
材
バ
ン
ク
」
の
運
営
も 

行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
六
年
度
も
流
山
市
よ
り
「
第 

二
十
三
回
流
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
の 

企
画
運
営
業
務
を
受
託
し
、
事
故
な
く
無 

事
、
大
会
を
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出 

来
ま
し
た
。 

大
会
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
四
〇
三
九
人(

市 

外
か
ら
の
参
加
者
七
十
％)

、
当
日
完
走
者 

三
四
七
二
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
流
山
市
内
を 

駆
け
抜
け
ま
し
た
。 

 

当
会
で
は
、
「
初
石
公
民
館
」「
南
流
山 

セ
ン
タ
ー
」
の
二
つ
の
公
民
館
の
管
理
運 

営
業
務
を
指
定
管
理
者
と
し
て
担
っ
て
い 

ま
す
。 

 

こ
の
七
年
間
、
市
直
営
で
は
、
気
づ
か 

な
い
部
分
を
市
民
目
線
で
改
善
に
務
め
、 

「
安
心
し
て
快
適
で
更
に
使
い
や
す
い
」 

公
民
館
を
目
指
し
、
利
用
者
の
方
か
ら
高 

い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
二
十
六
年
度 

の
両
館
の
利
用
者
数
は
、
約
二
十
二
万
人 

を
超
え
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
自
治
会 

を
は
じ
め
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
に 

移
行
し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
の
要
請
は 

益
々
増
え
て
お
り
、
要
請
に
応
え
て
い
く 

た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
員 

の
確
保
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
当
会
で
は
、 

昨
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
ふ
れ
あ
い 

の
家
「
え
が
お
」
の
活
動
を
中
心
に
会
員 

募
集
に
努
め
、
二
十
六
年
度
も
毎
月
一
〇 

人
前
後
の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し 

な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
員
の
入
会
が 

少
な
く
、
引
き
続
き
提
供
会
員
増
員
の
努 

力
が
必
要
で
す
。
年
度
末
の
会
員
数
は
、 

年
間
八
十
二
人
増
の
千
七
十
二
人
（
利
用 

者
六
四
九
人
、
提
供
者
四
二
三
人
）
と
な 

っ
て
い
ま
す
。 

楽
、
落
語
・
演
芸
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動 

を
主
催
し
て
い
る
方
や
健
康
体
操
の
指
導 

員
の
皆
さ
ん
方
の
協
力
を
得
て
、
気
楽
に 

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
催
し 

て
来
ま
し
た
。 

ま
た
、
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
や
絵
手
書 

教
室
な
ど
趣
味
の
集
ま
り
に
「
え
が
お
」 

を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
興
味
が
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か 

参
加
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
方
、
囲 

碁
・
麻
雀
を
覚
え
た
い
の
に
そ
の
機
会
が 

な
か
っ
た
方
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
の
家
「
え
が
お
」
は
オ
ー
プ 

ン
十
一
ヶ
月
で
三
三
〇
〇
人
を
超
え
る
方 

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
二
つ 

の
公
民
館
と
自
治
会
で
開
催
し
て
い
ま
し
た 

が
昨
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ふ
れ
あ
い
の 

家
「
え
が
お
」
に
活
動
の
中
心
を
移
し
「
い 

つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
シ
ニ
ア
つ
く
り
」 

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
二
十
六
年 

度
は
、
二
つ
の
公
民
館
と
合
わ
せ
四
六
八
一 

人
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
市
民
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
」
で
は
「
助
け 

合
い
活
動
」「
元
気
シ
ニ
ア
つ
く
り
」
事 

業
の
他
に
、
行
政
と
市
民
と
の
協
働
化
の 

一
環
で
流
山
市
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、 

当
会
の
活
動
を
健
全
か
つ
、
継
続
さ
せ
る 

こ
と
に
つ
な
が
る
次
の
事
業
を
受
託
し
て 

い
ま
す
。 


